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日
本
に
比
べ
て
地
震
が
起
こ
り
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
あ
っ
て
、
ア
ル
プ
ス
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
造
山
帯
（
地
震
帯
）
が
縦
貫
す
る
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
で
は
数
年
か
ら
十
数
年
ご
と
に
大
規
模
な
地
震

が
起
こ
っ
て
お
り
、
都
市
計
画
や
構
造
物
自
体
の
問
題
も
あ
っ
て
甚
大
な

被
害
を
出
し
て
き
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
だ
け
で
も
一
九
六
三
年
の
ス

コ
ピ
エ
大
地
震
、
一
九
六
九
年
の
バ
ニ
ャ
・
ル
カ
地
震
、
一
九
七
九
年
の

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
地
震
な
ど
が
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
ス
コ
ピ
エ
大
地
震
と
そ
の
震
災
復
興
の
事
例
を
中
心
に
、

復
興
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
日
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
そ

れ
は
、
日
本
と
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
交
流
史
の
一
側
面
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
ま
た
、
ス
コ
ピ
エ
大
地
震
か
ら
ち
ょ
う

ど
半
世
紀
と
な
る
現
在
で
も
、
復
興
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、
そ
こ
か
ら
学

ぶ
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

１
．
ス
コ
ピ
エ
大
地
震

一
九
六
三
年
七
月
二
十
六
日
早
朝
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
・
マ
ケ
ド

ニ
ア
共
和
国
の
首
都
ス
コ
ピ
エ
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
一
（
リ
ヒ

タ
ー
・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
九
）
の
直
下
型
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
。
情

報
が
混
乱
す
る
中
で
、
当
初
は
「
約
一
万
人
が
死
亡
」）

1
（

と
の
報
道
も
あ
り
、

ヨ
シ
プ
・
ブ
ロ
ズ
・
テ
ィ
ト
ー
大
統
領
が
二
日
間
の
服
喪
を
宣
言
し
た
が
、

数
日
中
に
は
死
者
約
一
一
〇
〇
人
に
下
方
修
正
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
ス

コ
ピ
エ
市
街
地
の
六
〜
七
割
が
瓦
礫
と
化
し
、
約
一
二
万
人
が
住
居
を
失

う
な
ど
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
近
現
代
史
に
お
い
て
最
大
規
模
の
犠
牲

者
を
出
し
た
地
震
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
の
現
地
レ

ポ
ー
ト
に
は
「
死
臭
の
町
に
立
上
る
人
々
」）

2
（

と
い
っ
た
衝
撃
的
な
見
出
し

【
特
集
】

災
害

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
震
災
復
興
と
日
本 

―
―
ス
コ
ピ
エ
大
地
震
五
〇
周
年
に
寄
せ
て
―
―

石
田　

信
一
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旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
震
災
復
興
と
日
本 

―
―
ス
コ
ピ
エ
大
地
震
五
〇
周
年
に
寄
せ
て
―
―

【
特
集
】
災
害

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ス
コ
ピ
エ
は
エ
ー
ゲ
海
に
注
ぐ
ヴ
ァ
ル
ダ
ル
川
上
流
域
に
位
置
す
る
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
の
首
都
で
あ
る
。
同
国
の
人

口
二
〇
〇
万
人
の
う
ち
五
〇
万
人
が
集
中
し
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
六
七
％
、

ア
ル
バ
ニ
ア
人
二
〇
％
、
ロ
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）
五
％
、
セ
ル
ビ
ア
人
三
％
、

ト
ル
コ
人
二
％
、
ボ
ス
ニ
ア
人
一
％
と
い
う
複
雑
な
民
族
構
成
を
持
つ
大

都
市
で
も
あ
る）

3
（

。
先
史
時
代
か
ら
の
遺
跡
も
多
く
、
ロ
ー
マ
時
代
に
は
ダ

ル
ダ
ニ
ア
地
方
の
中
心
都
市
と
な
っ
て
ス
ク
ピ
と
呼
ば
れ
た
。
中
世
以
降

は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
帝
国
、
セ
ル
ビ
ア
王
国
な
ど
の
支
配
を

受
け
、
十
四
世
紀
末
に
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
征
服
さ
れ
て
い
る
。
オ
ス
マ

ン
帝
国
時
代
の
呼
称
は
ユ
ス
キ
ュ
プ
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
都
市
に
関

し
て
は
、
少
な
く
と
も
五
一
八
年
と
一
五
〇
五
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
大

地
震
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る）

4
（

。

一
九
一
二
年
の
バ
ル
カ
ン
戦
争
で
五
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
る
オ
ス
マ
ン

帝
国
支
配
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
と
、
ス
コ
ピ
エ
は
ま
ず
セ
ル
ビ
ア
王
国
、

続
い
て
一
九
一
八
年
に
同
国
を
中
心
と
し
て
建
国
さ
れ
た
セ
ル
ビ
ア
人
・

ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
（
一
九
二
九
年
か
ら
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
）
の
一
部
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
代
を
通
じ
て

ス
コ
ピ
エ
を
含
む
マ
ケ
ド
ニ
ア
一
帯
は
南
セ
ル
ビ
ア
と
呼
ば
れ
、
マ
ケ
ド

ニ
ア
人
の
民
族
的
独
自
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
承
認
に
は
、
第

二
次
世
界
戦
末
期
に
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
が
連
邦
共
和
国
と
し

て
再
編
さ
れ
、
そ
の
構
成
体
と

し
て
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
に
よ
る
マ

ケ
ド
ニ
ア
人
民
共
和
国
（
の
ち

社
会
主
義
共
和
国
）
が
樹
立
さ

れ
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

【地図】スコピエの位置（灰色の
部分が旧ユーゴスラヴィア）

【写真】現在スコピエ市博物館となっている旧鉄道駅：
大地震が起こった５時17分で時計の針が止まっている。
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な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
ス
コ
ピ
エ
の
人
口
は
急
増
し
て
大
地
震
ま
で
に
約
二
〇
万
人

に
増
加
し
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
、
ザ
グ
レ
ブ
に
次

ぐ
第
三
の
都
市
と
な
っ
て
い
た
。
ス
コ
ピ
エ
都
心
部
で
は
、
ヴ
ァ
ル
ダ
ル

川
の
北
側
に
オ
ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
時
代
か
ら
の
旧
市
街
が
、
そ
の
南
側
に

新
市
街
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
低
層
の
煉
瓦
造
り
建
物
が
多
く
、

そ
れ
ら
が
と
く
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
と
さ
れ
る
。
ス
コ
ピ
エ
大
地
震

二
〇
周
年
の
際
に
出
版
さ
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

こ
の
一
九
六
三
年
七
月
の
朝
に
ス
コ
ピ
エ
は
三
度
目
の
死
を
迎
え

た
。
そ
れ
は
近
代
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鉄
道
駅
、
郵
便
局
、
銀

行
、
ユ
ー
ゴ
人
民
軍
ク
ラ
ブ
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
・
ホ
テ
ル
、
自
由
広
場

の
全
域
を
奪
い
去
っ
た
。
Ｊ
Ｎ
Ａ
大
通
り
の
一
角
で
は
廃
墟
が

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
続
い
た
。

一
万
人
も
の
人
々
が
廃
墟
の
下
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
。
そ
の
う

ち
一
〇
七
〇
人
は
二
度
と
ス
コ
ピ
エ
を
そ
の
目
で
見
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
し
、
三
三
〇
〇
人
は
重
傷
を
負
っ
た
。
死
は
至
る
と
こ
ろ

に
見
ら
れ
た）

5
（

。

２
．
復
興
プ
ロ
セ
ス
と
日
本
の
貢
献
（
１
）
都
市
計
画

ス
コ
ピ
エ
大
地
震
直
後
か
ら
多
く
の
国
々
が
積
極
的
に
復
興
支
援
を
行

い
、
ス
コ
ピ
エ
市
は
「
国
際
連
帯
都
市
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
数
は
最
終
的
に
日
本
を
含
め
て
八
二
か
国
に
達
し
た
と
さ
れ
る）

6
（

。

す
で
に
地
震
当
日
か
ら
国
際
赤
十
字
お
よ
び
各
国
赤
十
字
か
ら
医
薬
品
、

食
料
、
毛
布
や
テ
ン
ト
な
ど
の
救
援
物
資
が
送
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ

ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
と
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
首
相
か
ら
も

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
テ
ィ
ト
ー
大
統
領
に
対
し
て
積
極
的
な
援
助
の
申

し
出
が
あ
っ
た）

7
（

。
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
っ
た
日
本
か
ら
も
、
す
ぐ
さ
ま

政
府
が
一
万
ド
ル
の
見
舞
金
を
送
る
と
と
も
に）

8
（

、
復
興
支
援
に
お
い
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

な
か
で
も
、
一
九
六
五
年
に
国
連
の
主
導
で
行
っ
た
ス
コ
ピ
エ
市
再
建

都
市
計
画
の
国
際
指
名
競
技
設
計
（
コ
ン
ペ
）
で
丹
下
健
三
チ
ー
ム
が
一

等
入
選
し
（
賞
金
は
一
万
二
〇
〇
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
）、
そ
の
再

建
に
大
き
く
関
わ
っ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
よ
う）

9
（

。
当
時
東
京
大
学
工
学
部

都
市
工
学
科
教
授
で
あ
っ
た
丹
下
健
三
チ
ー
ム
に
は
、
す
で
に
独
立
し
て

事
務
所
を
構
え
て
い
た
磯
崎
新
の
ほ
か
、
渡
辺
定
夫
や
谷
口
吉
生
な
ど
が



53

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
震
災
復
興
と
日
本 

―
―
ス
コ
ピ
エ
大
地
震
五
〇
周
年
に
寄
せ
て
―
―

【
特
集
】
災
害

参
加
し
て
お
り
、
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
都
市
計
画
は
「
丹

下
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
が
実
現
す
る
は
じ
め
て
の
舞
台
と
な
っ
た
」）

10
（

の
で
あ

る
。
丹
下
チ
ー
ム
の
原
案
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
ス
コ
ピ
エ
市
へ
の

〈
門
〉
で
あ
る
こ
と
を
巨
大
な
柱
列
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
表
現
す
る
〈
シ

テ
ィ
・
ゲ
ー
ト
〉
と
高
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
層
集
合
住
宅
が
つ
く
る

〈
シ
テ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ル
〉
と
い
う
二
つ
の
要
素
で
あ
っ
た
。
こ
の
〈
シ

テ
ィ
・
ゲ
ー
ト
〉
を
中
心
に
、
ヴ
ァ
ル
ダ
ル
川
に
沿
っ
て
「
東
西
に
延
び

る
都
市
軸
」
が
新
し
い
ス
コ
ピ
エ
の
骨
格
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
南
北
に
川

を
横
切
る
旧
い
都
市
軸
」
と
交
叉
す
る
構
造
が
こ
の
計
画
の
基
盤
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
国
際
コ
ン
ペ
で
は
「
丹
下
を
軸
に
再
建
を
進
め
る
と

い
う
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」）

11
（

た
め
、
都
市
計
画
決
定
権
の
混

乱
が
生
じ
た
。
ま
ず
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
計
画
を
練
り
上
げ
た
の
は
磯
崎
、

渡
辺
、
谷
口
の
三
名
で
、
三
〜
四
か
月
ほ
ど
ス
コ
ピ
エ
に
滞
在
し
た
が
、

す
で
に
コ
ン
ペ
の
範
囲
よ
り
大
き
な
範
囲
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
取
り
組

ん
で
い
た
ギ
リ
シ
ア
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
・
ド
キ
シ
ア
デ
ィ
ス
や
ワ

ル
シ
ャ
ワ
再
建
で
実
績
の
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
チ
ー
ム
の
存
在
に
加
え
て
、

コ
ン
ペ
で
は
二
等
で
あ
っ
た
地
元
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
チ
ー
ム
（
ク
ロ

ア
チ
ア
都
市
計
画
研
究
所
の
ラ
ド
ヴ
ァ
ン
・
ミ
シ
ュ
チ
ェ
ヴ
ィ
チ
と
フ
ェ

ド
ル
・
ヴ
ェ
ン
ツ
レ
ル
）
と
の
協
同
作
業
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
原

案
は
「
支
離
滅
裂
な
状
態
」
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
磯
崎
は
「
地
上
戦

で
敗
退
し
て
戻
っ
て
き
た
」）
12
（

と
率
直
な
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

ス
コ
ピ
エ
市
再
建
都
市
計
画
は
難
航
し
た
も
の
の
、
ス
コ
ピ
エ
市
か
ら

都
市
計
画
局
長
ら
が
来
日
し
た
り
、
山
崎
兌
ら
の
駅
舎
の
設
計
グ
ル
ー
プ

が
ス
コ
ピ
エ
に
現
地
調
査
に
赴
い
た
り
し
て）

13
（

、
日
本
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
の
交
流
が
深
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
し
、
最
終
的
に
は
各

建
物
の
デ
ザ
イ
ン
は
現
地
に
任
さ
れ
、
必
ず
し
も
丹
下
の
イ
メ
ー
ジ
を
忠

実
に
反
映
し
た
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
丹
下
の
教
え
子
で
も
あ
っ
た

建
築
家
・
八
束
は
じ
め
は
「
丹
下
の
案
は
そ
の
ま
ま
実
施
さ
れ
た
と
は
い

い
難
く
、
駅
と
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
の
高
層
ビ
ル
の
一
部
が
原
案
を
ど
こ
と
な

く
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
形
で
実
現
さ
れ
て
い
る
」）

14
（

と
評
し
て
い
る
。
こ
の
都

市
計
画
自
体
が
二
〇
年
後
を
視
野
に
入
れ
た
長
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と

は
い
え
、
そ
の
進
捗
状
況
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
七
〇

年
に
ス
コ
ピ
エ
を
訪
れ
た
久
保
慶
三
郎
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ス
コ
ピ
エ
市
の
公
的
な
目
ぼ
し
い
建
物
の
多
く
は
地
震
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
、
新
し
い
都
市
計
画
に
よ
っ
て
再
建
し
よ
う
と
し
て
い
る
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が
、
そ
の
計
画
の
進
展
が
非
常
に
遅
れ
て
い
る
の
で
、
昨
年

〔
一
九
六
九
年
〕
四
月
に
初
め
て
訪
れ
た
と
き
は
、
街
の
中
心
部
の

再
建
は
二
〜
三
の
ア
パ
ー
ト
と
共
産
党
本
部
の
建
物
が
建
設
さ
れ
始

め
た
程
度
の
進
行
で
、
街
の
中
心
と
い
っ
て
も
、
建
物
を
取
り
こ
わ

し
た
跡
の
曝
地
の
み
で
あ
っ
た
。
今
年
〔
一
九
七
〇
年
〕
は
丹
下
健

三
教
授
の
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
建
物
が
中
心
部
の
そ
こ
こ
こ
に
建
ち
始

め
、
銀
行
、
駅
な
ど
の
設
計
も
か
な
り
進
ん
で
き
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

…
住
居
地
域
に
も
一
〇
階
以
上
の
ア
パ
ー
ト
群
が
立
ち
な
ら
び
、
近

代
都
市
へ
と
脱
皮
し
よ
う
と
し
て
い
る
意
欲
は
よ
く
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
た
。
…
新
し
い
ス
コ
ピ
エ
市
の
再
建
に
は
経
費
が
潤
沢
で
な

い
た
め
、
二
〇
年
位
の
年
月
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

完
成
の
暁
に
は
、
ス
コ
ピ
エ
市
の
外
観
だ
け
は
他
の
マ
ケ
ド
ニ
ヤ
共

和
国
の
都
市
と
は
雲
泥
の
差
の
あ
る
近
代
的
な
都
市
と
な
る
で
あ
ろ

う）
15
（

。

そ
れ
で
も
丹
下
健
三
チ
ー
ム
の
役
割
が
ま
っ
た
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
一
九
六
八
年
に
丹
下
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
星

条
勲
章
が
授
与
さ
れ
、
ス
コ
ピ
エ
市
の
名
誉
市
民
と
な
っ
て
い
る
し
、

一
九
八
一
年
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
科
学
・
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
（
現
在

の
ク
ロ
ア
チ
ア
科
学
・
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
、
在
ザ
グ
レ
ブ
）
の
名
誉
教
授

と
な
っ
て
い
る）
16
（

。
そ
の
縁
が
あ
っ
て
か
、
彼
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
が
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら
分
離
独
立
し
た
直
後
の
一
九
九
三
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本

マ
ケ
ド
ニ
ア
友
好
協
会
の
初
代
会
長
に
も
な
っ
て
い
る）

17
（

。

ま
た
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
は
ス
コ
ピ
エ
現
代
美
術
館
で
「
丹
下
健
三

と
ス
コ
ピ
エ
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
美
術
館
自
体
が
大
地
震
直
後
の

一
九
六
四
年
に
ス
コ
ピ
エ
市
議
会
に
よ
っ
て
設
立
が
決
ま
っ
た
新
し
い
美

術
館
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
全
面
的
支
援
で
設
計
・
建
設
さ
れ
、

ス
コ
ピ
エ
城
塞
に
あ
る
現
在
の
建
物
が
完
成
・
開
館
し
た
の
は
一
九
七
〇

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
丹
下
健
三
と
ス
コ
ピ
エ
展
」
初
日
に
は
約

二
〇
〇
〇
人
が
来
場
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
は
丹

下
健
三
を
継
い
だ
丹
下
都
市
建
築
設
計
代
表
の
丹
下
憲
孝
氏
が
講
演
を
行

い
、
こ
の
展
覧
会
を
主
催
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス
コ
ピ
エ
大
学
よ

り
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る）

18
（

。

現
在
、
ス
コ
ピ
エ
で
は
五
億
ユ
ー
ロ
も
の
規
模
で
「
ス
コ
ピ
エ

二
〇
一
四
年
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
、
官
公
庁
や
博
物
館
な
ど
の

公
共
建
築
、
歴
史
主
義
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
を
含
む
大
規
模
な
土

木
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る）

19
（

。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
ス
コ
ピ
エ
大

地
震
後
の
都
市
計
画
に
関
す
る
丹
下
健
三
チ
ー
ム
の
業
績
の
再
評
価
が
な
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旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
震
災
復
興
と
日
本 

―
―
ス
コ
ピ
エ
大
地
震
五
〇
周
年
に
寄
せ
て
―
―

【
特
集
】
災
害

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
実
態
と
し
て
は
、
そ
の
痕
跡

が
失
わ
れ
て
い
く
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る）

20
（

。

３
．
復
興
プ
ロ
セ
ス
と
日
本
の
貢
献
（
２
）
地
震
学
・
地
震
工
学

こ
の
都
市
計
画
に
先
行
し
て
、
日
本
政
府
は
震
災
復
興
技
術
協
力
の
た

め
の
使
節
団
を
ス
コ
ピ
エ
に
派
遣
し
て
い
た
。
武
藤
清
・
鹿
島
建
設
副
社

長
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
が
団
長
と
な
り
、
岡
本
舜
三
（
東
京
大
学
生

産
技
術
研
究
所
長
）
と
久
田
俊
彦
（
建
設
省
建
築
研
究
所
第
３
部
長
）
が

加
わ
っ
た
。
そ
の
目
的
は
「（
１
）
震
災
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
ス
コ
ピ

エ
市
を
現
位
置
か
ら
移
転
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
地
震
工
学
的
立
場
か

ら
勧
告
す
る
。（
２
）
震
災
を
う
け
た
各
種
の
構
造
の
建
物
等
に
つ
い
て

そ
の
修
理
方
法
を
勧
告
す
る
。（
３
）
ス
コ
ピ
エ
市
に
新
ら
し
く
建
て
ら

れ
る
建
物
の
構
造
法
に
つ
い
て
勧
告
す
る
。（
４
）
ユ
ー
ゴ
国
内
に
お
け

る
震
災
を
防
止
す
る
た
め
に
地
震
工
学
分
野
に
お
け
る
研
究
を
推
進
す
る
。

（
５
）
ス
コ
ピ
エ
市
を
含
む
ユ
ー
ゴ
全
土
に
お
け
る
耐
震
規
定
の
制
定
を

援
助
す
る
。（
６
）
ユ
ー
ゴ
国
と
他
の
地
震
国
と
の
間
に
お
い
て
、
地
震

工
学
分
野
に
お
け
る
国
際
協
力
を
増
進
す
る
」）

21
（

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
使
節
団
は
九
月
六
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
約
三
週
間
、
ス
コ
ピ

エ
を
は
じ
め
と
し
て
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
）
や
ザ
グ
レ
ブ（
ク

ロ
ア
チ
ア
）
な
ど
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
各
地
を
回
っ
て
現
地
視
察
と
啓
蒙

活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
結
果
か
ら
、
ス
コ
ピ
エ
市
は
「
現
位
置
に

お
い
て
は
建
物
そ
の
他
の
構
造
物
は
こ
れ
を
合
理
的
な
費
用
で
建
設
す
る

こ
と
が
で
き
る
し
又
無
被
害
で
あ
っ
た
多
く
の
都
市
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
従
っ
て
ス
コ
ピ
エ
市
を
現
位
置
に
再
建
す
る
と
い
う
基
本

方
針
を
当
局
は
宣
明
す
る
と
共
に
、
被
害
建
物
の
補
修
補
強
を
本
報
告
に

示
し
た
方
針
に
従
っ
て
速
や
か
に
開
始
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」）

22
（

と

い
っ
た
勧
告
を
行
う
と
と
も
に
、
地
震
工
学
の
技
術
的
レ
ベ
ル
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
「
他
の
地
震
国
か
ら
教
授
を
招
く
」
な
ど
し
て
ユ
ー
ゴ
の
大

学
で
地
震
学
・
地
震
工
学
の
講
義
を
行
う
こ
と
や
「
若
い
助
教
授
や
技
師

を
東
京
の
国
際
地
震
工
学
研
修
所
に
お
く
っ
て
研
修
を
う
け
さ
す
こ
と
」）

23
（

を
提
言
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
勧
告
が
ど
の
程
度
影
響
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
実
際
に

一
九
六
五
年
に
地
震
工
学
な
ど
の
研
究
・
教
育
を
目
的
と
す
る
ス
コ
ピ
エ

大
学
地
震
学
・
地
震
工
学
・
都
市
計
画
研
究
所
が
ユ
ネ
ス
コ
の
全
面
的
支

援
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
所
は
多
く
の
外
国
人
研
究
者

の
招
聘
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
は
、
少
な
く
と

も
一
九
六
九
年
か
ら
一
九
七
〇
年
だ
け
で
も
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
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の
久
保
慶
三
郎
の
ほ
か
二
〜
三
名
の
研
究
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る）

24
（

。
当
初
は
予
算
の
関
係
で
長
期
的
に
外
国
人
研
究
者
を
招
聘
で
き
る

か
否
か
は
微
妙
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
し
ば
ら
く
は
こ
の
事
業
が
継
続
で
き

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
日
本
地
震
工
学
会
の
サ
イ
ト
上
で
、

片
山
恒
雄
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）
が
一
九
七
七
年
に
自
ら
三
か

月
半
ほ
ど
、
同
じ
く
伯
野
元
彦
（
東
京
大
学
地
震
研
究
所
）
が
二
か
月
半

ほ
ど
ス
コ
ピ
エ
に
滞
在
し
た
経
験
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る）

25
（

。

こ
の
地
震
学
・
地
震
工
学
・
都
市
計
画
研
究
所
は
現
在
で
も
活
動
を
続

け
、
大
学
院
博
士
課
程
を
持
つ
重
要
な
教
育
・
研
究
拠
点
と
な
っ
て
い
る）

26
（

。

そ
こ
に
は
日
本
人
研
究
者
の
講
義
を
受
け
、
日
本
で
の
留
学
経
験
を
持
つ

ス
タ
ッ
フ
も
い
て
、
交
流
事
業
の
長
期
的
な
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

言
え
る
。

４
．
バ
ニ
ャ
・
ル
カ
地
震
と
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
地
震

ス
コ
ピ
エ
大
地
震
以
降
も
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
各
地
で
地
震
が
頻

発
し
て
い
る
。
な
か
で
も
一
九
六
九
年
の
バ
ニ
ャ
・
ル
カ
地
震
と

一
九
七
九
年
の
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
地
震
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
日

本
も
専
門
家
の
派
遣
な
ど
で
震
災
復
興
に
協
力
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
地
震
そ
の
も
の
の
概
要
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

ま
ず
、
バ
ニ
ャ
・
ル
カ
地
震
は
一
九
六
九
年
十
月
二
十
六
日
と
二
十
七

日
に
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
北
西
部
、
現
在
「
セ
ル
ビ
ア
人
共

和
国
」
の
事
実
上
の
首
都
と
な
っ
て
い
る
バ
ニ
ャ
・
ル
カ
を
襲
っ
た
リ
ヒ

タ
ー
・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
四
、
メ
ル
カ
リ
震
度
階
級
Ⅷ
（
き
わ
め
て

強
い
）
の
地
震
で
あ
る
。
前
震
に
よ
り
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、

人
的
被
害
は
抑
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
死
者
一
五
人
、
負
傷
者

一
一
一
七
人
を
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
あ
る
程
度
は
ス
コ
ピ
エ
大
地
震
の

教
訓
が
生
か
さ
れ
た
も
の
の
、「
各
部
構
造
に
耐
震
的
考
慮
が
、
ま
っ
た

く
払
わ
れ
て
居
ら
ず
、
煙
突
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
、
妻
壁
間
仕
切
壁
等
の
崩
壊

落
下
が
多
か
っ
た
た
め
」）

26
（

負
傷
者
が
多
く
出
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

地
震
前
に
都
市
計
画
が
な
さ
れ
て
お
り
、
復
興
計
画
も
そ
れ
に
従
っ
て
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
地
震
は
一
九
七
九
年
四
月
十
五
日
の
早
朝
に
起

こ
っ
た
リ
ヒ
タ
ー
・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
、
メ
ル
カ
リ
震
度
階
級
Ⅸ

（
破
壊
的
）
の
非
常
に
大
規
模
な
地
震
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
人
口

六
〇
万
人
ほ
ど
の
小
国
だ
が
、
ア
ド
リ
ア
海
に
面
し
た
ウ
ル
ツ
ィ
ニ
、

バ
ー
ル
、
ペ
ト
ロ
ヴ
ァ
ツ
、
ブ
ド
ヴ
ァ
、
テ
ィ
ヴ
ァ
ト
、
コ
ト
ル
、
リ
サ

ン
、
ヘ
ル
ツ
ェ
ブ
・
ノ
ヴ
ィ
な
ど
の
都
市
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
。
ウ
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旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
震
災
復
興
と
日
本 

―
―
ス
コ
ピ
エ
大
地
震
五
〇
周
年
に
寄
せ
て
―
―

【
特
集
】
災
害

ル
ツ
ィ
ニ
・
バ
ー
ル
間
の
沖
合
を
震
源
地
と
す
る
こ
の
地
震
で
は
、
モ
ン

テ
ネ
グ
ロ
で
一
〇
一
名
、
隣
接
す
る
ア
ル
バ
ニ
ア
で
三
五
名
が
亡
く
な
っ

た
ほ
か
、
や
二
五
〇
も
の
村
落
が
破
壊
さ
れ
、
約
一
〇
万
人
が
住
居
を

失
っ
た
と
い
う）

27
（

。

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
地
震
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
で
は
ユ
ネ
ス
コ
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た）

27
（

。
例
え
ば
、
ブ
ド
ヴ
ァ
旧
市
街
で
は
ほ
と
ん
ど
の
建
造
物
が

全
半
壊
し
た
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
に
よ
っ
て
一
九
八
七
年
ま
で
に
完
全

な
復
元
が
は
か
ら
れ
た
。
ま
た
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
地
震
の
半
年
後
、
ユ
ネ

ス
コ
は
「
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産
」
に
「
コ
ト
ル
の
自
然
と

文
化
・
歴
史
地
域
」
を
加
え
、
そ
の
保
護
を
積
極
的
に
働
き
か
け
た
。
世

界
遺
産
登
録
と
危
機
遺
産
登
録
が
同
時
に
行
わ
れ
た
も
っ
と
も
初
期
の
事

例
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
に
よ
う
や
く
危
機
遺
産
登
録
を
解
除
さ
れ
て

い
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
ス
コ
ピ
エ
大
地
震
と
そ
の
震
災
復
興
の
事
例
を
中
心
に
、
復

興
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
日
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
な

お
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
日
本
と
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
と
の
交
流
史
に
関
し
て
、
新
た
な
研
究
の
視
点
が
多
少
な
り
と
も
提
示

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
む
ろ
ん
、
建
築
学
や
地
震
工
学
の
専
門
的
見
地

か
ら
は
ま
っ
た
く
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
本
稿
の
記

述
に
は
不
正
確
な
点
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
本
稿
で
は
断
片

的
・
例
示
的
に
し
か
交
流
史
の
実
態
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
不
備
を
補
う
体
系
的
な
日
本
・
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
交
流
史
の
研

究
の
継
続
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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